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京都大学 学術情報メディアセンター
緒方 広明

日本学術会議 公開シンポジウム
「教育データのさらなる利活用

の促進について考える」
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本日のプログラム
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日常的に一人一台の情報端末を使って教育・学習をすることで、
データが自然と蓄積されているが、使われずにいて、もったいない。

これをうまく活用して、教育をより良くできないだろうか？
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小学校 中学校 高等学校 大学

超大規模
教育データ

匿名加工
技術

人工知能・機械学習
等のリアルタイム

データ解析
実
世
界

教育・学習活動の
センシング技術

介入・フィード
バック技術

授業中

授業外・遠隔教育

エビデンス・
特徴抽出

小学校から大学までの教育データを全国規模で収集

仮
想
世
界

情報学・教育学・心理学・

認知科学・健康科学等の

様々な分野の研究者が

超大規模教育データを利用

して「教育データ科学」を創成

・教育・学習効果の予測・シミュレーションのための

超並列計算機技術

・教材・問題の推薦のためのリアルタイム解析技術

・エビデンスに基づく教育のためのエビデンス・

マイニング技術

・コロナ禍が教育に与えた影響、など

アクセス
管理

教育機関内の
教育データ

計算機科学

AI

小学校から大学にわたる教育データを全国で利活用して教育を良くしよう
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日本学術会議 情報学委員会、教育・心理学委員会合同
教育データ利活用分科会委員名簿(2024.12-2026.9)
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京都大学学術情報メディアセンター教授緒方 広明（委員長）
公立はこだて未来大学システム情報科学部教授美馬 のゆり（副委員長）
東京大学情報基盤センター特命教授柴山 悦哉（幹事）
広島市立大学理事長補佐／最高デジタル責任者／特任教授前田 香織（幹事）
京都大学大学院教育学研究科教授西岡 加名恵
京都橘大学工学部情報工学科教授大場 みち子
広島大学上席特任学術研究員／特命教授相原 玲二
立教大学文学部特任教授稲垣 成哲
福島国際研究教育機構（F-REI）理事江村 克己
滋賀大学教育学系教授加納 圭
大阪大学D3センター教授／社会技術共創研究センター長岸本 充生
京都大学大学院教育学研究科教授楠見 孝
成城大学社会イノベーション学部心理社会学科 教授／入学センター長新垣 紀子
九州大学名誉教授谷口 倫一郎
東京理科大学経営学部経営学科教授／経営学部長／大学院経営学研究科長椿 美智子
宮崎国際大学教育学部教授中山 迅
東京学芸大学教職大学院教授堀田 龍也
国立研究開発法人理化学研究所研究政策審議役／京都情報大学院大学副学長美濃 導彦
同志社大学社会学部教授山田 礼子
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2020年9月提言 2023年9月記録 2025年4月～
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意思の表出
（見解として
の査読中）

文科省など各省庁及び
教育委員会・学校、
保護者向け
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本日のお話

1. 日本学術会議2020年提言の概要

2. それを踏まえた今期の意思の表出（見解）の概要

3. まとめ
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是非、皆様からのご意見をお願いいたします。
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教育データ利活用に関する動向
1. 九州大学の全学でラーニングアナリティクスを開始(2015-)。基幹教育院ラーニン

グアナリティクスセンター設置(2016)

2. 日本学術会議：教育データ利活用分科会(2018.10-)「教育のデジタル化を踏まえた
学習データの利活用に関する提言 -エビデンスに基づく教育に向けて-」(2020)

3. 文部科学省：ギガスクール構想で端末を配布(2020-2021年度)

4. 文部科学省：教育データの利活用に関する有識者会議(2020.7)

5. 内閣官房教育再生会議：ポストコロナ期における新たな学びの在り方について（第
十二次提言）(2021.6)データ駆動型教育への転換

6. デジタル庁：教育データ利活用ロードマップ策定(2022.1)

7. 文部科学省教育データ標準5.0 :主体・内容・活動情報(2024)

8. 文部科学省：教育データの利活用に関する留意事項第3版(2025.3)

9. デジタル庁：教育DXロードマップ策定(2025.6)
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2020年提言の概要
(A)学習データの種類と教育改善のための利用

(A-1)小学校から大学までの公教育のデータを対象に、教材や質問用紙、成績などの従来の
データに加えて、LMS、デジタル教材の閲覧履歴などのプロセスデータを日常的に収集・分析
(A-2) 学習者、教員、学校、教育委員会、国全体でデータ活用

(B) 学習データを収集・利活用するための制度設計
(B-1)まずは学校にデータを集め一次利用を推進し、その後教育委員会や国全体で

二次利用するためのルール作りが必要
(B-2)各EdTech関連企業等はデータを囲い込まずに学校に提供

(B-3)教育データの標準化を実施

(B-4)人の尊厳を脅かさないデータ利活用のために倫理審査委員会を設置

(C) 学習データを収集・利活用するための情報環境の整備
(C-1)情報端末とネットワークの整備
(C-2)データの収集と利活用のための情報基盤システムを整備

(D) 学習データを収集・利活用するための人材の育成
(D-1)教育データを活用できる教員や研究者を育成
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2020年提言以降の変化
1. コロナ禍やギガスクール構想・BYOD等で、一人一台のPCを用いて

学ぶことが日常的になってきた。

2. 上記の環境を用いて、教育・学習活動を行うことで、データが自然と
蓄積されるようになってきた。文部科学省やデジタル庁等でも様々
な施策が実施。

3. 学術的には、個に応じた学びを支援するために、学習データ分析
(Learning Analytics)の研究が注目されるようになり、経験や勘
による教育から、データやエビデンスに基づく教育への変革の重要
性が認識されるようになった。

4. 教育ビッグデータやAIの活用に際しては、ELSIの観点を考慮した安
全安心な利用が益々重要となってきた。
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詳細は、伊藤様、久芳様をはじめ、事例紹介のご発表をどうぞご参照下さい。
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今回の見解の構成

1. 2020年提言後の５年間で進んだこと

2. 2020年提言の記載内容で、まだ不十分なこと

3. 2020年の提言に加えて推進すべきこと
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2020年提言と今回の見解の差分

本見解2020年の提言

学習データに加えて教育データやセ
ンサー情報等も対象

主に学習者に関する学習
データ

データの種類

公教育に加えて幼児教育や社会人、
私教育も含めた生涯を対象

公教育（初等中等教育と
高等教育）

対象

上記の対象において、プライバシー
等に十分配慮した上で、異なる教育
機関で名寄せをして匿名加工後に
二次利用する

異なる教育機関を超えて
データの連結（名寄せ）を
行わずに匿名加工して二
次利用

名寄せと二次
利用

ELSIなどに配慮しつつ、生成AIな
どを活用して推進
事例・エビデンスの蓄積・共有

倫理審査委員会生成AI/ELSI
エビデンス共
有
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2020年提言後の５年間で進んだこと
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(A)学習データの種類と教育改善のための利用
(A-1)教材や質問用紙、成績などの従来のデータに加えて、LMS、デジタル教材の閲覧

履歴などのプロセスデータを収集・分析
(A-2)学習者、教員、学校、教育委員会の一部でデータ活用が推進

(B)学習データを収集・利活用するための制度設計
(B-1)文部科学省「教育データの利活用に係る留意事項」（第一版、第二版）
(B-2) 教育データの標準化（主体情報・内容情報・活動情報の一部）

(C)学習データを収集・利活用するための情報環境の整備
(C-1)情報端末とネットワークの整備
(C-2)MEXCBT、EduSurvey、学習eポータルなどを用いた教育の情報化

(D) 学習データを収集・利活用するための人材の育成
(D-1)国研教育データサイエンスセンターにて研修動画を作成
(D-2)岡山大学や滋賀大学で大学院プログラムが開始
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2020年提言の記載内容で、まだ不十分なこと
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(A)学習データの種類と教育改善のための利用

(A-1) LMS、デジタル教材の閲覧履歴などのプロセスデータを日常的に収集・分析

(A-2) 学習者、教員、学校、教育委員会での日常的なデータ活用

(B)学習データを収集・利活用するための制度設計
(B-1) 学校にデータ集まり一次利用する制度設計

(B-２) 教育データの標準化（特に活動情報）

(C)学習データを収集・利活用するための情報環境の整備

(C-1)教育データ利活用のための情報基盤システムの議論

(C-2)デジタル教科書・教材のデータ活用

(D) 学習データを収集・利活用するための人材の育成
(D-1)AI/データリテラシー教育（教員・学習者・保護者・教育委員会など）
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教育・学習データの分類
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説明データの種類#区分

デジタル教材閲覧履歴、LMS等の利用履歴、デジタルノート
の内容

学習支援システム学習履歴
(学習プロセスデータ）

1
授 業 ・
学 習 系
データ

デジタルドリルの回答や正答率等デジタルドリル学習履歴2

学習者に対するアンケート結果学習者アンケート結果3

学習者の学年等の基本情報学籍情報4

校 務 系
データ

学習者の日々の出欠情報出欠席情報5

授業ごとの指導計画やシラバス指導計画情報6

小テストや定期テスト等の結果テスト結果7

通知表や単位取得等の評定結果成績評定情報8

教員に対するアンケート結果教員アンケート結果9

学級担任等が朝に行う児童生徒の健康状態を確認した記録健康観察記録10

児童生徒の日々の様子や気付いた点などを記録した情報日常所見情報11

児童生徒が保健室に来室した記録保健室利用記録12

日常利用で自然と蓄積される学習プロセスデータ
の利用が重要であるが、校務系やMEXCBTなど
他のデータと連携した利活用が不十分である。

2020年提言より引用
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教育データの範囲を拡大して議論
• まず「自然に蓄積されるデータ」から活用を検討
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教育データの利用例
目的の例誰のため対象

・過去の教育データの利用による成績の予測
・個人に適した教材や問題の推薦による学習効果の向上学習者

個人
・クラス全体の学習者のつまずき箇所の発見など

による教材や授業設計の改善
・自動採点など、教育データの利用による教員の負担軽減

教員

・保護者への通知のアクセス状況把握
・自分の子供の学習状況、学習意欲などの把握

保護者

・教育データに基づくカリキュラムの最適化
・教員の最適な配置

学 校 ・ 教 育 委
員会など

教 育
機関

エビデンスに基づく教育政策の立案と評価(EBPM)政策立案者

国
全体

大規模な縦断的・横断的データを用いた学習者の成長過程の研究
研究者

教育に関する諸問題をデータを用いて社会全体で共有・議論市民
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教育データの活用のメリットは様々あるが、
日常利用はあまり進んでいない。

2020年提言より引用
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理想の形:教育DXロードマップp.14(デジタル庁, 2025.6)
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・デジタル教科書、ドリル、校務支援システム等と連携してない
・データが統合していない
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2020年の提言に加えて推進すべきこと
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(A)学習データの種類と教育改善のための利用
(A-1)生涯にわたる教育データの利活用や名寄せ、公教育以外のデータ活用の議論の推進
(A-2)国や研究機関でのデータの二次利用の推進

(B)学習データを収集・利活用するための制度設計
(B-1)学校に名寄せしてデータ集まり一次利用して、二次利用する制度設計
(B-2) データの範囲拡大に伴う、ELSIの観点を考慮した教育データの利活用

(C)学習データを収集・利活用するための情報環境の整備
(C-1)教育データ利活用のための情報基盤システムの整備
(C-2) 教育データの活用事例やエビデンスの共有

(D) 学習データを収集・利活用するための人材の育成
(D-1) 教育現場でのAI/データリテラシー教育

(D-2)事例やエビデンスを活用して教育データの利活用を推進できる人材の育成

(D-3)教育現場と研究者や企業との協力の推進
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海外における教育データ利活用の
ための情報基盤はどうか？
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マレーシア:DELIMa (Digital Educational Learning 
Initiative Malaysia)
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大韓民国:AI Digital Textbook (2025-)
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https://www.moe.gov.sg/education-in-sg/educational-technology-journey/edtech-masterplan

27

シンガポールMasterplan 2030 ：
Transforming Education through Technology

Singapore Student Learning Space (SLS)
の上に教育データを蓄積して分析
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NII 第96回教育DXシンポジウム
https://www.nii.ac.jp/event/other/decs/#edx96
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ThaiMOOC+BookRoll+ThaiLLM⇒Adaptive Learning
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AI/Data リテラシー教育から利用（教える先生が各校にいないので）

Learning Analytics Dashboard/LogPallet Feedback

Thai
MOOC

LMS / MOOC Conversational NLP Coding Tools
Classroom Video 

Analytics

Personalized Learning

Self-Regulation

Curriculum Design and Assessment

Policy Maker EducatorTeacherStudent

Teacher

Student



Learning and Educational Technologies Research-Unit Evidence-Driven Education Research Council 30

2026年1月 タイの高校訪問

ThaiMOOCとBookRollでコンテンツを閲覧
その後、ThaiLLMで個別学習
ThaiLLMをテストベッドとして活用して、
AI自体について、AIを使って学ぶ

一人一台のPCがなくても、PC Roomで授業可能
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米国：Common Core of Data (CCD)
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•名簿情報: 学校名、住所、電話番号、学校のタイプ（通常、特殊教育、職業訓練、オルタナティブ）。
•生徒属性: 学年別の在籍者数、人種・民族構成、性別。
•経済状況: 無料または減額給食（Free or Reduced-price Lunch）の対象者数。
•ドロップアウト状況
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英国：National Pupil Database (NPD)

• 氏名や住所などの、個人を即座に特定できる情報

• 個人番号（UPN）などの、意味を持つ識別子

• 照合用リファレンス番号などの意味を持たない識別子

• 性別や民族などの特性

• 特別な教育的支援（SEN）の必要性に関する詳細

• 通学した学校に関する詳細

• 欠席や停学・退学処分に関する情報

• 試験結果に関する情報

• 児童福祉サービスとの接触に関する情報

• 卒業後の進路に関する情報
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・学習プロセスのデータは含まれない
・データを分析してもフィードバックできない
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教育データ利活用のための社会インフラの構築
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• 教育データの利活用によって
①個に応じた学びの支援
②教師の負担軽減と授業改善
③エビデンスに基づく政策立案(EBPM)や研究利用

• 今すぐに始めないと、子供たちや先生が現場で自分自身のデータ
の活用ができない。

小学校 中学校 高等学校 大学

超大規模
教育データ

「エビデンスに基づく教育」

を実現

AIの生成にも利用
小学校から大学までの教育データを全国規模で収集

アクセス
管理

子供たちや先生にフィードバック

AI
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教育データ利活用は、技術的には

成熟しており、様々なメリットも多いので、

国全体の制度設計（仕組み）を早急に

整備することが必要。

どのような取り組みや課題があるか、こ

の後のご講演をどうぞご期待ください。

hiroaki.ogata@gmail.com


